
6月9日、10日に開催された第29回全日本ウェイト制空手道選手権大会に、
当支部より選手が出場しました。

残念ながら優勝者は出ませんでしたが、今回、初の試みとして
中学生2名に選手セコンドを務めてもらいました。

数年後には一般の全日本大会で活躍するであろう彼らにとって、
今回のセコンド体験は大会の流れを知る良い経験になったと思います。

セコンドを務めてくれた菅優作君に感想を書いてもらいましたので掲載します。

初めてのセコンド

僕は初めてセコンドをやりました。
いろんな支部から選手が来てて、計量の時からピリピリしている選手もいました。
その時から試合が始まっているかのような空気で、息を飲みました。
セコンドの仕事もよく分かりました。



 

ミットを持つだけではなく、今、何試合目なのかを見に行ったり、
氷を持ったりして忙しかったけど、為になりました。
もっと強くなって僕も、相澤先生と同じ極真の舞台に立って戦かいたいです。

菅優作　押忍




